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名古屋大学の卒業生、
現役・退職後の教職員の方々へ

シンポジオン ― 自由で生き生きとした学術交流の場として ―
シンポジオンは、2007（平成19）年の工事で豊田講堂
と一体化するまでは、「名古屋大学シンポジオン」とい
う独立した建物でした。名古屋大学創立五十周年記念事
業後援会から建設寄附され、1992年4月に開館しました。
創立50周年の事業として記念施設を建設することは
当初から決まっていましたが、名古屋大学創立五十周年
記念事業委員会で本格的に検討されるようになったの
は、1989年に一連の記念行事が終了してからです。そ
の結果、竹中工務店の設計・施工により、ツイン2室・
シングル8室の宿泊室、ティーラウンジを含め100席程
度の食堂、300名収容の会議室などを備えた施設を建設
することになりました。当時の名大は、海外を含めた学
外者を迎えてのしかるべき行事にたえうる、宿泊施設、
食堂、大会議室を切に必要としていたのです。
なかなか決まらなかったのが建物の名称です。当初は

「名大会館」、のちに「名古屋大学会館」とされました

が、いずれも仮称のままで検討が進められました。その
ほか、「名古屋大学五十周年記念会館」、「名古屋大学メ
モリアルホール」、「不老会館」、「東山会館」など多くの
案が出ましたが、容易には結論に至りませんでした。
「名古屋大学シンポジオン」が案として登場したのは
1991年秋と意外に遅く、農学部からの提案の1つだった
ようです。西洋古典文学が専門の小川正廣文学部助教授
（現名誉教授）から、この語は古代ギリシア語で饗宴の
場所という意味があるが、シンポジウムの原語でもあ
り、学術交流の場を表す名称とすることは斬新で、言語
創造の意図を感じさせる、との見解が示されて有力候補
の1つとなり、1992年1月にようやく決定しました。
完成時の『利用案内』で小川助教授は、「名古屋大学

シンポジオンは、古代ギリシア人の知的創造の精神にさ
かのぼりながら、自由で生き生きとした学術交流の場と
なることをめざしています。」と書いています。

1　�着工当初の様子（1991年4月12日撮影）。初期は職
員会館の南隣が考えられていたが、豊田講堂と一体
的に運用できるよう、その東隣に建てることになった。

2　�1991年10月2日の様子。右端上に見えるのが本部
1号館。

3　�完成後のシンポジオン。その先進的なデザイン、機能
性等が高く評価され、1992年の中部建築賞を受賞
した。

4　�豊田講堂とシンポジオンをつなぐホワイエ（右側が
シンポジオン、2007年12月27日撮影）。現在は、
「豊田講堂・シンポジオン」と表記されることが多い。
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